審査申出書記載要領
1
審査申出制度の概要
◇　審査申出ができる人････････　固定資産税の納税者
◇　審査申出ができる事項･･････　固定資産課税台帳に登録された価格

ただし、評価替え（基準年度）以外の年度は土地の地目変換、家屋の新増築、または土地の価格に時点修正があった場合などを除いて審査の申出はできません。
◇　審査申出の期間････････････　固定資産課税台帳に価格等を登録した旨の公示の日から納税通知書の交付を受けた日後60日まで（修正があった場合は別です。）

納税者は価格について不服がある場合は、地方税法第411条第2項の規定による公示の日から納税通知書の交付を受けた日後60日までの間において、固定資産評価審査委員会に審査の申出をすることができます。
２
審査申出書の記載要領
【審査申出人】欄
　・申出人が個人の場合は、氏名、住所、電話番号を記載してください。
　・申出人が法人その他の社団又は財団である場合は、名称と主たる事務所の所在地を記載して
　ください。また、その資格を証明する書類（商業登記簿等）を添付し、その書類名を添付書類欄
　に記入してください。
【総代・代理人】欄
　・申出人が総代又は代理人を選任された場合は、次の区分によって書いてください。
①共有の固定資産又は区分所有に係る家屋などについて、その所有者の中から総代を定めた場合
　　→総代の文字を○で囲み、その氏名と住所を記載してください。
　②代理人を定めた場合
　　→代理人の文字を○で囲み、その氏名と住所を記載してください。
　これらの場合は、その資格を証明する書類（委任状、総代互選書等）を添付し、その書類名を添付書類欄に記入してください。
【所有者】欄
　・審査申出に係る物件の所有者を記入してください。
【物件の所在地・地番・地目・課税地積（家屋番号・構造・課税床面積）・評価額】欄
　・納税通知書に記載された内容を転記してください。
【申出価格】欄
　・審査申出人が妥当と考える価格を記入してください。
【申出の趣旨及び理由】欄
　・審査申出人が妥当と考える価格の根拠や理由を記入してください。
【口頭による意見陳述】欄
　・口頭による意見陳述を希望されるかどうか、いずれかを○で囲んでください。
　・「口頭による意見陳述」とは、機会を設け、審査申出人が固定資産評価審査委員会委員に口頭で意見を述べていただくものです。
３
その他
①審査申出書は、正副各1通を審査委員会に提出してください。
②審査申出書提出後、その記載事項に変更があった場合は、直ちに書面で届け出てください。
